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推奨動作環境 

取引システム“ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱ”の動作環境は、以下の通りになります。 

 

ＯＳ 

 

・ Windows XP 

・ Windows Vista 

・ Windows7 

 

※ Ｍａｃ ＯＳでは、“ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱ”はご利用いただけません。 

 

 

 

 

ＣＰＵ 

 

マイクロプロセッサ（または、互換プロセッサ）を搭載したＰＣ/ＡＴ互換機 

800ＭＨｚ以上 

 

メインメモリ 

512ＭＢ以上推奨 

 

ハードディスク空き容量 

60ＭＢ以上 

 

ディスプレイ 

 

1024×768 ピクセル 65536 色以上 

 

 

ブラウザ 

 

Internet Explorer6.0 SP2 以上推奨 
 

※ご利用のＰＣのＯＳを確認するには、まずデスクトップ上のマイコンピューターを右クリックし、メニューから“プロパティ”

を選択して、“全般”タブをクリックします。 

※フォントサイズは、“小さいフォント”が必須となります。 

※バージョンの確認方法は、“Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ”起動後、“ヘルプ”から“バージョン情報”を選択します。 
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通信環境 

 

ブローバンド環境による接続（ADSL、CATV、FTTH 等）を推奨。 

 

 

 

その他 

 

取引システム“ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱ”の稼動時間 

米国夏時間時：日本時間月曜ＡＭ6：00～土曜ＡＭ5：00 

米国冬時間時：日本時間月曜ＡＭ7：00～土曜ＡＭ6：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無線インターネットやダイアルアップ接続、ＩＳＤＮでは、快適にご利用いただくことができない場合がございます。 
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取引システム ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱ ダウンロード・インストール方法 

 

取引を行なうには、取引システム“ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱ”のダウンロードが必要となります。 

 

ダウンロードの実行 

 

ダウンロードの際は、ダウンロード専用のページより行うようにしてください。また、ダウンロードの前に、必

ず動作環境を確認するようにしてください。 

 

下記のダウンロードボタンをクリックすると自動的にダウンロードがスタートします。 

≪http://www.fxcorporate.com/TS/TS2Install.EXE≫ 

 

ファイルのダウンロード画面が表示されましたら、“実行”をクリックしてください。 
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インストールの実行 

 

下記画面のように、“セキュリティの警告”画面が表示された場合、“実行する”をクリックしてください。 

 

 

インストールが実行されますので、画面のメッセージ（英語）に従って、インストールを完了してください。 

 

 

以下のような画面が表示されましたら、“Ｎｅｘｔ”をクリックしてください。 
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次の画面でも、“Ｎｅｘｔ”をクリックしてください。 

 

“Ｂｙ ａｌｌ ｕｓｅｒｓ”が選択されていることを確認し、“Ｎｅｘｔ”をクリックしてください。 

 

下記の画面が表示されますので、“Ｎｅｘｔ”をクリックしてください。 

 



 8 

下記の画面が表示されますので、“Ｎｅｘｔ”をクリックしてください。 

 

インストールがスタートしますので、処理が完了するまでしばらくお待ちください。 

 

 

処理が完了しましたら、下記の画面が表示されますので、“Ｆｉｎｉｓｈ”をクリックしてください。 

 



 9 

 

インストール完了後、デスクトップ上に、“ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱ”のアイコンが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ダウンロード後、画面の指示に従いインストールを行なっていただき、デスクトップ上に作成されたアイコンをダブルク

リックしてください。ログイン画面が表示されますので、ユーザー名とパスワードをご入力してください。 
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ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱのログイン 

 

ログイン 

 

“ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱ”をインストール後、デスクトップ上に下記のような 

アイコンが表示されます。 

 

ダブルクリックしてください。 

下記のようなログイン画面が表示されます。 

 

ログイン画面で、ユーザー名とパスワードを入力し、接続先を選択します。その後、“ログイン”ボタンを 

クリックしますと、取引画面が開きます。 

 

接続 

 

実際の売買を行うには、“Ｒｅａｌ”を選択してください。デモ取引であれば、“Ｄｅｍｏ”を選択してください。 

（この設定を誤ると、エラーが発生し、ログインできなくなりますので、ご注意ください。） 
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※アップデートを求められることがありますので、その際は「More」及び「Update」を選択してください。 

  

Update がスタートしますので、処理が完了するまでしばらくお待ちください。 

 

処理が完了しましたら、下記の画面が表示されますので、“Yes”をクリックしてください。 

 

再起動して、取引画面が出てきます。 

 

 

 

 

※ユーザー名・パスワードは、必ず半角英数字で入力するようにお願い申し上げます。 

※コピー＆ペーストを使用しての入力では、ログインできないことがあります。お手数おかけいたしますが、 

キーボードもしくは、テンキーを使用しての手入力で、ログインするようにお願いいたします。 



 12 

ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱの日本語への変換 

“ 

ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱ”の取引画面を立ち上げ、「Japanese」を選択する。 

 

選択しましたら、下記の画面が表示されますので、“Yes”をクリックしてください。 

 
Update の処理が完了しましたら、下記の画面が表示されますので、“Yes”をクリックしてください。 

 
“ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱ”の取引画面を終了させて、再度立ち上げます。 
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ログイン画面で、ユーザー名とパスワードを入力し、接続先を選択します。その後、“ログイン”ボタンを 

クリックしますと、取引画面が開きます。 
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ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱの画面構成 

“ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱ”の取引画面を説明いたします。 

 

① 取引レート画面 

② ポジション情報 

③ 既決済ポジション情報 

④ 合計ポジション情報 

⑤ 口座情報 

⑥ 注文状況 

⑦ メッセージ 

⑧ アクション 

 

取引レート画面 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

① 

② ③ ④

⑤

⑥

⑦ ⑧
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各項目の詳細 

① 通貨 

取引可能な通貨ペアの一覧が表示されています。通貨ペアは全51 通貨。各通貨はそれぞれ、アルファベ

ット３文字の略語で表示されています。例えば、“ＵＳＤ/ＪＰＹ”は、“米ドル/日本円のことを意味します。 

 

■ 取扱い通貨ペアの一部を紹介 

通貨ペア 日本語読み名称 通貨ペア 日本語読み名称 

EUR/USD ユーロ/米ドル AUD/CAD オーストラリアドル/カナダドル 

USD/JPY 米ドル/日本円 AUD/JPY オーストラリアドル/日本円 

GBP/USD 英ポンド/米ドル CAD/JPY カナダドル/日本円 

USD/CHF 米ドル/スイスフラン NZD/JPY ニュージーランドドル/日本円 

EUR/CHF ユーロ/スイスフラン GBP/AUD 英ポンド/オーストラリアドル 

AUD/USD オーストラリアドル/米ドル AUD/NZD オーストラリアドル/ニュージーランドドル 

USD/CAD 米ドル/カナダドル AUD/CHF オーストラリアドル/スイスフラン 

NZD/USD ニュージーランドドル/米ドル EUR/NZD ユーロ/ニュージーランドドル 

EUR/GBP ユーロ/英ポンド SGD/JPY シンガポールドル/日本円 

EUR/JPY ユーロ/日本円 HKD/JPY 香港ドル/日本円 

GBP/JPY 英ポンド/日本円 ZAR/JPY 南アフリカランド/日本円 

CHF/JPY スイスフラン/日本円 TRY/ JPY トルコリラ/日本円 

GBP/CHF 英ポンド/スイスフラン CAD/ CHF カナダドル/スイスフラン 

EUR/AUD ユーロ/オーストラリアドル USD/ SEK 米ドル/スウェーデンクローナ 

EUR/CAD ユーロ/カナダドル USD/MXN 米ドル/メキシコペソ 

NOK/JPY ノルウェークローネ/日本円 USD/ TRY 米ドル/トルコリラ 

SEK/JPY スウェーデンクローナ/日本円 EUR/ TRY ユーロ/トルコリラ 

USD/ZAR 米ドル/南アフリカランド USD / SGD 米ドル/シンガポールドル 

USD/DKK 米ドル/デンマーククローネ USD / HKD 米ドル/香港ドル 

② 売値と買値 

例えばお客様が、円安ドル高を予想して、“ＵＳＤ/ＪＰＹ”を新規に買う（円売りドル買い）場合は、買値欄に

表示されている現在のレートで取引を行います。反対に、円高ドル安を予想して、新規に“ＵＳＤ/ＪＰＹ”を

売る（円買いドル売り）場合には、売値欄に表示されている現在のレートで取引を行います。売値と買値は、

インターバンク外為市場で、相場変動に応じて刻々と変化していきます。 
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売値と買値の差（スプレッド）は、通貨ペアにより異なります。また、スプレッドは外国為替市場の相場状況

により、変動いたします。レート表示が上下に動くごとに、レートが赤や青に変わり変動をお知らせします。 

 

 

赤の場合は、下落方向にレートが動いたことを示し、青の場合は、上昇方向にレートが動いたことを意味し

ています。 

 

③ スプレッド 

売値と買値の差を指し、金融市場の環境により変動いたします。 

 

④ 高値 

買値の“高値”を表示しています。 

 

⑤ 安値 

売値の“安値”を表示しています。 

⑥ 売スワップと買スワップ 

取引通貨単位ごとに、１万通貨単位のポジションを保有している場合のスワップポイントが表示されます。 

N.Y.時間１７時時点で、ポジションを保有している場合、ポジションが翌営業日に持ち越され、スワップポイ

ントの受け払いが発生いたします。売スワップ・買スワップの欄には、それぞれ売りポジション・買いポジシ

ョンを保有していた際のスワップポイントが表示されます。表示されている数字の前に、マイナスが表示さ

れていれば、スワップポイントを支払うことを意味します。 
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⑦ ピップコスト 

各通貨ペアが、1ｐｉｐ動いた場合に発生する損益を表示しています。“ＥＵＲ/ＵＳＤ”など、円が関係しない

通貨ペアの損益を円換算するには、通貨ペアの右側の通貨（決済対象通貨）の、現時点での対円レートを

使って計算します。 

 

※ “ＥＵＲ/ＵＳＤ”であれば、1 ユーロに対して何米ドルの損益が発生しているか、ということを円換算す

ることになります。従いまして、“ＵＳＤ/ＪＰＹ”の現在レートを使用します。 

 

 

⑧ ＭＭＲ 

各通貨ペアのポジションを保有するのに必要な、１万通貨あたりの維持証拠金の額を表示しています。 

 

⑨ 時間 

為替レートが変動するごとに、レート変更時点の時間が表示されます。時間は、東京時間表示になります。 

 

通貨ペアの選択 

 

 

ある通貨ペア名が、グリーンで表示されている場合は、その通貨ペアが選択されていることを意味します。

注文入力をする際は、この選択されている通貨ペアの注文画面が表示されます。 

 

通貨ペアの選択を変更するには、変更したい通貨ペアの欄をクリックしてください。 

通貨ペア名が、グリーンで表示されれば、その通貨ペアが選択されたことになります。 

また、表示された注文画面で、通貨ペアを変更することも可能です。 

 

※計算に使用する現在レートは、ミドルレート（売値と買値の中間をとったレート）を使用します。 
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ポジション情報 

 

ポジション情報には、保有しているポジションの損益がリアルタイムで表示されます。 

（※デフォルト設定では、ポジション情報ウィンドウに、ポジション情報・既決済ポジション情報・合計ポジショ

ン情報が集約されています。） 

 

 

 

項目の詳細 

 

① チケット 

ポジション 1 取引ごとに付加されるチケット番号が表示されます。取引は全てチケット番号で管理され、

個々に表示されたチケット番号は、取引レポート画面のチケット番号と同一のものが表示されます。 

 

② 口座番号 

お客様の取引口座番号が表示されます。 

 

③ 通貨 

保有されているポジションの通貨ペアが表示されます。 

※ “提示レートについて 

カバー先から提示されたお客様のお取引にとって最も有利なレートを取引画面上に提示しております。基本的には、提

示されているレートで注文は執行されますが、週始め月曜のオープン時や指標発表時、その他マーケットの状況により

設定したレートと大きくかけ離れて成立する場合もございますので、ご了承くださいますようお願い致します。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
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④ 取引額 

1 取引の取引額を表しています。１単位は、1,000 となり（注文画面で“取引額＝Ｋ“となっているものは、

Ｋ＝1,000 を表します。）、ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱでは、1 万通貨単位を”10“と表示します。 

 

⑤ 売買種別 

ポジションが買いか、売りかの別を表しています。 

Ｂ＝買いポジション 

Ｓ＝売りポジション 

 

⑥ 取引レート 

新規にポジションを建てたときのレートが表示されます。 

 

⑦ クローズ 

当該ポジションの未決済差損益（取引レートと決済レートの差額）を計算するために用いるレートです。 

未決済差損益の算出レートは、買いポジションに対しては、売値の現在のレートが、売りポジションに対し

ては、買値の現在のレートが適用されます。 

 

⑧ ストップ 

個々のポジションに対して、ストップオーダーを出すことができます。 

 

⑨ ストップの移動幅 

トレイリング・ストップを設定した場合、個々のポジションごとに、トレイリング・ストップの移動までのｐｉｐ数

を表示します。 

 

⑩ リミット 

個々のポジションに対して、ポジションを決済するためのリミット・オーダーを出しておくことができます。 

 

⑪ 損益 

個々のポジションごとに、取引レートと決済レートの差から算出された損益をｐｉｐ数で表しています。 

⑫ 差損益 

損益をリアルタイムで日本円に換算した損益になります。差損益には、スワップ金利は含まれません。 

 

⑬ 金利 

ポジションを新規に建てた日の翌営業日から、決済するまでのスワップ金利が累計で表示されます。 

（建てた当日は、スワップポイントが発生しませんので、“0”と表示されます。） 
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⑭ 時間 

個々のポジションを建てた日時が表示されます。 

 

既決済ポジション情報 

 

ロールオーバー（夏時間：ＡＭ6：00、冬時間：ＡＭ7：00）から、現在に至るまでに決済された本日分の全て

のポジション情報を表示します。前営業日以前の決済状況につきましては取引レポートをご確認ください。 

 

 

合計ポジション情報 

 

ポジションの損益を通貨ペアごとに合計して表示します。同じ通貨ペアのポジションを、複数保有している

場合、ポジション情報画面には明細ごとにチケット番号が割り振られて、個別に表示されますが、合計ポジ

ション情報画面では、通貨ペア、売/買ポジション合計ごとに、トータルの取引額が表示されます。 

 

項目の詳細 

① 通貨 

取引可能な通貨ペアの一覧が表示されています。 

各通貨ペアは、アルファベットの 3文字の略語で表記されています。 

 

② 売損益 

売りポジションの差損益が表示されています。 

スワップ金利は含まれておりません。 

 

③ 売 取引額 

通貨ペアごとに、売りポジションの取引額が表示されています。 

④ 売りの平均コスト 

通貨ペアごとに、売りポジションの売値の平均値が表示されています。 

 

⑤ 売りポジションの決済レート 

現在の売りポジション決済レート（取引レートの買値）が表示されています。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
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⑥ 買いポジションの決済レート 

現在の買いポジション決済レート（取引レートの売値）が表示されています。 

 

⑦ 買いの平均コスト 

通貨ペアごとに、買いポジションの買値の平均値が表示されています。 

 

⑧ 買 取引額 

通貨ペアごとに、買いポジションの取引額が表示されています。 

 

⑨ 買損益 

買いポジションの差損益が表示されています。 

スワップ金利は含まれておりません。 

 

⑩ 取引額 

通貨ペアごとの取引額を表示しています。 

売りポジションは、数値の前にマイナス表示がされています。 

 

⑪ 差損益 

損益をリアルタイムで、円換算した損益になります。 

1ｐｉｐあたりの損益は、レート画面の“ピップコスト”をご参照ください。 

当項目の合計値が、次にご紹介する口座情報の差損益欄に表示されます。 

スワップポイントは含みません。 

 

⑫ 損益（除手数料・金利） 

差損益に、スワップ金利を加味させた損益になります。 
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口座情報 

 

 

 

項目の詳細 

① 口座番号 

口座番号が表示されています。 

 

② 証拠金残高 

証拠金残高が表示されています。 

既に保有している未決済ポジションのスワップポイントも反映されています。 

 

③ 純資産 

取引証拠金に、現在保有しているポジションの未決済差損益を加味させたものです。 

純資産は、以下の式で算出されます。 

 

 

④ 当日損益 

N.Y.時間17 時時点と現在を比較した差損益を表示しています。 

 

 

 

⑤ 維持証拠金 

現在のポジションを維持するために必要な証拠金額が表示されています。 

複数のポジションがある場合には、維持証拠金の合計額が表示されます。 

 

※ ポジション成立の後に、維持証拠金に加算されていきますので、ご注意ください。 

ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱでは、維持証拠金額は、1 万通貨単位当たり 3万～となります。 

維持証拠金額は、価格レベルにより予告なく変更されることがございます。 

① ②

※純資産＝維持証拠金額+余剰金額 

③

※ Ｎ.Ｙ.冬時間採用時は、日本時間ＡＭ 7：00 

※ Ｎ.Ｙ.夏時間採用時は、日本時間ＡＭ 6：00 

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
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⑥ 余剰金額 

有効証拠金から維持証拠金を差し引いた金額が、表示されています。 

余剰金額の範囲内で、新たなポジションを建てることができます。また、この金額が“0”になったとき、また

は“0”を割り込んだ時点で、自動的に全てのポジションが強制決済されます。これをロスカットといいます。 

（この時、右端のＭｃ欄が、ＮからＹに変わります。）ポジションがロスカットされますと、外国為替市場の状

況により、ロスカット後の預かり金額が、維持証拠金額を上回る場合や、預け入れた資金以上の損失が発

生する場合があります。 

 

⑦ 余剰金額％ 

有効証拠金に対する、余剰金額の割合を“0”から“100”で表示します。 

 

⑧ 差損益 

現在保有しているポジションを、現在のレートで値洗いした、計算上の損益を合計した額が表示されます。 

 

⑨ Ｍｃ 

“Ｍｃ”は、ロスカットを表し、通常は“Ｎ”が表示されています。保有するポジションの評価損失が発生し、

“余剰金額”が“0”となった時点、または“0”を割り込んだ時点で、全てのポジションは強制的に決済されま

す。（これをロスカット）といいます。ロスカットとなった時点で、この欄には“Ｙ”が表示されます。 

 

 

 

 

⑩ 両建て 

両建て取引の設定を表示し、通常は“Ｎ”が表示されています。 

両建て取引が設定されている口座には、“Ｙ”が表示されています。 

 

注文状況 

 

お客様の入力した未約定注文の一覧が表示されます。この場合、注文 1 件ごとにストップオーダー、リミッ

トオーダーの設定を行うことができます。注文が成立しますと、ポジション情報欄に成立の状況が表示され、

注文状況欄からは明細が消えます。指値注文・ＯＣＯ注文の前に表示されているチェックボックスにチェッ

クを入れますと、詳細表示のオン/オフを切り替えることができます。 

※ 新規指値注文の証拠金は、維持証拠金に含まれません。 

※ 両建て取引時の維持証拠金額は、既存・反対ポジションを含む同一通貨ペア全体の 50％になります。 

※余剰金が“0”または“0”を割り込んだ時点で、お客様の保有するポジション全てを、自動売買により強制決済いたし

ますが、外国為替相場の状況により、ロスカット後の預託残高が維持証拠金額を上回る場合や、預託資金以上の損失

が発生する場合がございます。 
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① 指値注文 

お客様が入力した指値注文の一覧が表示されます。 

 

② ＯＣＯ注文 

お客様の入力したＯＣＯ（One cancel the other）注文の一覧が表示されます。ＯＣＯ注文は、グループごと

にひとまとめにされ、ＯＣＯ注文それぞれに、ストップオーダー、リミットオーダーの設定を行うことができま

す。いずれかのＯＣＯ注文が成立しますと、ポジション情報欄に成立したポジションが表示され、注文状況

欄からは明細が消えます。また、ＯＣＯ注文のグループの他の注文は、一旦キャンセルと表示された後、自

動的に削除されます。 

 

③ 注文種類 

新規指値注文の種類を表示します。 

ＬＥ：通常の指値注文を示します。 

ＳＥ：逆指値注文を示します。 

 

④ ストップ/リミット 

ストップ、リミットそれぞれのオーダーで設定した注文価格が表示されます。ｐｉｐで設定した場合には、設定

ｐｉｐが表示されます。 

 

 

メッセージ 

 

ロスカット、または新規指値注文をキャンセルした場合などに、英語でメッセージが表示されます。 

 

○ ロスカット時のメッセージ 

MARGIN CALL! ACCOUNT FELL BELOW MAINTENANCE MARGIN! POSITIONS WILL BE CLOSED! 

(Account # お客様のユーザーネーム) 

①

②

③ ④
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※ ポップアップのオン/オフの切り替えにチェックを入れますと、ポップアップメッセージの表示/非表示を

設定します。 

 

○ 新規指値注文キャンセルのメッセージ 

 

 

 

 

 

アクション 

 

アクション欄から、お客様の取引のログを参照することができます。 

 

 ※参照可能なログは、直近のログインから現在までのものとなります。ログアウトされると、リセットされます。 
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注文  

 

“ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱ”における注文時の注意点 

・ 成行や指値注文といった注文画面を起動させ、“ＯＫ”ボタンをクリックすると発注されます。 

・ 入力された注文内容を確認する画面を表示させる機能がございません。ご注文される際は、 

入力後、発注される前に再度注文内容のご確認をしてくださいますようお願い申し上げます。 

 

成行注文 

 

提示されている現在のレートで注文を出すことを成行注文といいます。 

例えば、ドル円を取引する場合、売値94.00、買値94.018と表示されていれば、94.00で売りポジション

を建て、94.018 で買いポジションを建てることができます。レートは常に変動しておりますので、注文から

成立までの間に、現在レートが変化することがありますので、ご注意ください。 

 

“シンプル”画面での表示 
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 “アドバンス”画面での表示 

 

 

 

成行注文の入力方法 

 

取引レート画面で、マウスを右クリックするか、取引機能ボタンの“売り”もしくは“買い”ボタンをクリックし

ますと、“成行注文ウィンドウ”を呼び出すことができます。 

 

取引機能ボタン 

 

 

成行注文ウィンドウ 

 

 
 

上記画面に表示されている通貨ペア、取引額を変更する場合には、それぞれの欄のプルダウンを 

クリックしてください。“売り”“買い”を変更する場合は、チェックを入れると変更できます。 
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取引額（Ｋ） 

 

以下は、取引額の表示の説明です。 

・ 1Ｋ＝1,000 

・ 10Ｋ＝10,000 

“ＦＸ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｔａｔｉｏｎ Ⅱ”の最低取引単位は、10Ｋ（10,000，1万通貨単位）になります。 

 

取引金額の選択は、プルダウンメニューから 10Ｋ～100Ｋ（1 万～10万通貨単位）まで選択可能です。 

 

 

ベストアベイラブル 

 

 

 

オーダーの種類より、“ベストアベイラブル”を選択した場合は、注文した取引金額全てを約定させることを

優先することを選択したことになります。価格以上に約定させることを優先させる注文ですので、マーケッ

トの状況に応じて、発注時のレートと大きくかけ離れたレートで約定、または取引金額が分割され複数の約

定レートで成立する可能性もございます。 
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マーケットレンジ 

 

成行注文には、注文発注時のレートとは異なる価格で成立する可能性があります。 

この“マーケットレンジ”にて、価格成立のズレをどこまで許容するか、ご自分で設定することができます。 

 

“成行注文ウィンドウ”一番下の“オーダーの種類”より、“マーケットレンジ”を選択し、ズレの許容範囲を設

定してください。 

 

 

※ 0～100 の範囲で設定が可能となります。 

・ “0”の場合は、発注時のレートで、全部または一部が約定します。約定しなかった分は、キャンセルさ

れます。全部がキャンセルされる場合もあります。 

・ “1”以上の場合は、発注時のレートで、全部または一部が約定します。約定しなかった分は設定の範

囲内で、再び発注されます。異なったレートで約定した場合は、約定チケットが分割されます。 

 

ポジションの決済 

 

現在保有しているポジションを今すぐ決済したい場合には、“ポジション情報”欄でマウスを右クリックしま

すと、下記のようなサブウィンドウが表示されます。 
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サブメニューより、“ポジションを決済する”を選択しますと、下記“クローズ画面”が表示されます。 

 

 

“ＯＫ”ボタンをクリックすると、ポジションが決済されます。 

“キャンセル”をクリックすると、ポジションは決済されません。 

 

一括決済注文 

 

全てのポジションを一括決済したい場合は、“ポジション情報”欄より、マウスを右クリックしサブメニューを

表示させてから、“全てのポジションを決済する”をクリックしてください。 

ポジション情報より 

 

 

 

“合計ポジション情報”欄より、同様に一括決済注文を出すこともできます。 

合計ポジション情報より 
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ストップオーダーとリミットオーダー 

 

注文状況、ポジション情報画面に表示されている、注文とポジションに対して、ストップオーダーとリミットオ

ーダーを設定することができます。 

取引機能ボタン 

 

上記、“ストップ/リミット”ボタンをクリックしますと、現在選択中のポジションに対して、ストップオーダーと

リミットオーダーを設定することができます。 

ストップ/リミットウィンドウ 

 

ストップオーダーもしくは、リミットオーダーかその両方を選択します。 

 

指定値段を設定します。 
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ｐｉｐ表示で設定することもできます。 

 

“損益”欄には、指定したレートでオーダーを入れた場合の、概算での損益が円単位で表示されます。 

※ 当欄で表示される損益が、必ずしも実現損益となることはありませんので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ストップオーダー/リミットオーダーを設定する際は、必ず現状レートよりも0.1ｐ以上離れたレートで設定する

ようにしてください。また、新規指値注文と同時に、ストップ/リミットはオーダーを設定する際は、現時点で

のスプレッドより離れたレートで設定するようにしてください。 

※ 注文状況・ポジション情報欄にて、指値注文やポジションを選択していない場合には、“ストップ/リミット”

ボタンを押しても、ウィンドウは開きませんので、ご注意ください。 

※ 同一ポジションに対して、ストップ/リミットオーダー両方を設定している場合には、一方が成立すると、もう

一方は自動的にキャンセルされます。 
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入力してレートを確認し、問題なければ“ＯＫ”をクリックしてください。入力された指定レートでのストップ/

リミットオーダーが完了します。 

 

 

 

 

 

トレイリング・ストップ 

 

ストップオーダーを設定する際、その注文をトレイリング・ストップとして設定することができます。 

トレイリング・ストップとは、マーケットの値動きに合わせて、一定の値幅でストップオーダーの指定値段を変

化させていく注文方法です。 

 

ストップ/リミットウィンドウを表示させます。 

 

※ ストップオーダーは、余剰金額に余裕のある水準で設定するようにしてください。余剰金額が“0”になるマーケ

ット水準のあたりでオーダーを設定した場合、マーケットの急変時などによって、ストップとロスカットが同時に執

行される可能性もありますので、ご注意ください。 
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“アドバンス”をクリックし、トレイリング・ストップを表示させます。 

 

ストップにチェックを入れますと、“トレイリング・ストップ”の設定がアクティブになりますので、“トレイリング・

ストップ”のチェックボックスにチェックを入れてください。 
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“ＯＫ”ボタンを押せば、オーダーは完了になります。 

 

新規指値注文 

 

あらかじめ価格を指定して、新規に注文を成立させる方法を新規指値注文と呼びます。 

取引機能ボタン 

 

“新規指値注文”を呼び出すには、“取引機能ボタン”の“指値注文”をクリックします。 

新規指値注文 

 

“指値注文”を出すには、注文時の現在レートに対して、“売り”なら“売値”より高く、“買い”なら買値より安

いレートで注文を出します。 

 

注文状況欄では、“ＬＥ”と表示されます。 
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逆指値注文 

 

“逆指値注文”を出すには、注文時の現在レートに対して、“売り”なら“売値”より安く、“買い”なら“買値”

より高いレートで注文を出します。 

 

“注文状況欄”には、“ＳＥ”と表示されます。 

 

 

 

 

ＩＦ ＤＯＮＥ 注文 

ＩＦ ＤＯＮＥ 注文は、“新規指値注文”、“逆指値注文”を出すと同時に、その新規指値・逆指値注文に対

するリミットオーダー、もしくはストップオーダーを出しておく注文です。新規注文が成立すると同時に、その

注文にリンクしているリミットオーダーまたはストップオーダーの注文が有効となります。リミットオーダーもし

くはストップオーダーが成立した時点で、ポジションは決済されます。 

 

ＩＦ ＤＯＮＥ 注文 ＋ ＯＣＯ注文 ＝ ＩＦＯ注文 

ＩＦ ＤＯＮＥ 注文 ＋ ＯＣＯ注文は、“新規指値注文”、“逆指値注文”を出すと同時に、その新規指値・

逆指値注文に対するリミットオーダーとストップオーダーを両方出しておく注文です。新規注文が成立すると

同時に、その注文にリンクしているリミットオーダーとストップオーダー両方の注文が有効となります。リミッ

トオーダーもしくはストップオーダーが成立した時点で、ポジションは決済されます。 

 

 

 

 

 

 

※逆指値注文には、経済指標発表時や、政治・経済情勢などの影響によってマーケットが著しく変動した場合に、注文

価格と間にズレが生じる場合がありますので、ご了承ください。 

※ＩＦ ＤＯＮＥ 注文のみからの設定となります。ＯＣＯ注文からは、設定できません。 
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注文の取り消し 

 

待機中の注文を取り消すには、注文状況、ＯＣＯ注文画面上で、右クリックをします。 

 

  

すると、下記のようなサブメニューが表示されますので、“注文削除”をクリックしてください。 

 

                                                                                                   

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“注文削除”をクリックすると、注文状況画面で黒く反転（選択）している注文の削除画面が表示されます。

選択に間違いがなければ、“はい”をクリックしてください。注文が取り消されます。 

 
 

 

 

 

 

右クリック 



 38 

ＯＣＯ（Ｏｎｅ Ｃａｎｃｅｌ ｔｈｅ ｏｔｈｅｒ）注文 

 

ＯＣＯ注文とは、複数の注文を同時まとめて発注し、一方が成立すると同時に、もう一方が自動的にキャ

ンセルされる注文です。 

 

作成方法 

取引レート画面上で右クリックをし、サブメニューを表示させ、“ＯＣＯ注文の作成”をクリックします。 

 

 

“ＯＣＯ注文作成ウィンドウ”が表示されます。 

右クリック 
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取引したい通貨ペア、取引額を入力します。 

 

 

オーダー1、オーダー2 の“買い”・“売り”それぞれの欄に、注文レートを設定します。 

設定後、“ＯＫ”をクリックすると発注されます。 

 

 

※ オーダー1、オーダー2 いずれかが成立した場合の、ストップオーダー、リミットオーダーをあらかじめ設

定したい場合は、“アドバンス”をクリックした後、オーダー1、オーダー2 の“ストップ”、“リミット”にそれ

ぞれ任意の注文レートを入力します。“ストップ”の場合、必要とあらば、“トレイングストップ”をご利用く

ださい。 

注文作成後の画面 
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ＯＣＯ注文の削除 

 

ＯＣＯ注文の全てを削除するには、“ＯＣＯ注文欄”の上で右クリックをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

サブメニューが表示されますので、“ＯＣＯ注文の削除”をクリックしますと、注文に含まれる全てのＯＣＯ

注文が削除されます。 

 

ＯＣＯ注文に含まれる、いずれかの注文を削除するには、いずれかの指値注文を右クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サブメニューが表示されますので、“注文削除”をクリックします。黒く反転した（選択された）注文のみが、

削除されます。 

 

 

右クリック 

右クリック 
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レポート 

 

取引機能ボタンより、“レポート”をクリックします。 

 

 

“レポートパラメーター”ウィンドウが表示されます。 

 

 

① 開設時点から：口座開設時からの取引履歴を全てご覧になれます。 

② 開始日：①のチェックをはずすと有効となり、抽出する期間の開始時点を設定できます。 

③ 現在：指定した開始日から現在までの取引履歴をご覧になれます。 

④ 終了日：③のチェックをはずすと有効になり、抽出する期間の終了時点を設定できます。 

⑤ バックグラウンドで読み込む：チェックを入れると、出力処理をバックグラウンドで行います。 

⑥ フォーム：ファイル形式を選択します。 

 

“バックグラウンドで読み込む“にチェックを入れて、”出力“をクリックすると、下記の画面が表示されます。 

 

① 開く：選択されているファイル形式で、口座明細を表示させます。 

② 開かずに、任意のディレクトリにファイルを保存します。 

③ 破棄：レポート閲覧をキャンセルします。 

 

① ② 

③④ 

⑤

⑥

出力 

① ②

※“フォーム”で選択できますファイル形式は、ＨＴＭＬ、Ａｄｏｂｅ ＰＤＦ、Ｅｘｃｅｌファイルの3種類です。            
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口座明細 

 

“レポート”より出力された“口座明細”は以下のように表示されます。 

 

 

 

 

① 

②

③

④
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① 既決済取引リスト 

指定して抽出期間に決済したポジション全てを表示します。損益、スワップ金利なども表示されています。 

 

② 未執行注文 

現在注文中の、新規指値注文の未執行の注文が表示されています。 

 

③ 未決済ポジション 

現在保有しているポジションの全てが表示されています。“ポジション情報”欄に表示されている、ポジショ

ンの値洗い状況を表示しています。ブラウザの更新ボタンをクリックすると最新の情報に更新されます。 

 

④ 取引記録 

入出金を含めた、お客様の口座内の資金の動きを表示しています。決済時には、損益も表示いたします。

ポジションを翌営業日に持ち越した場合には、発生したスワップ金利も表示します。 

 

⑤ 口座概要 

取引画面上の口座情報の詳細が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

⑤
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ディスクレーマー 

 

【FX 取引にかかる重要事項の説明】 

 

■FX 取引の対象となる為替等の価格の変動 もしくは金利等の変動によりお客様が損失を被るリスクが

あり、投資元本が保証されるものではありません。■FX 取引の場合、取引金額が証拠金の額に比べて大

きいため、 その損失は証拠金の額だけに限定されません。■マーケットの急変により事前に連絡なく証拠

金額が変更となる場合があります。■当社が別途定める一定の水準を下まわった場合には、ロスカットル

ールにより、その口座で保有するすべてのポジションまたは一部のポジションが強制決済されます。■提示

価格、取引価格、には、売値と買値に価格差（スプレッド）があります。■取引手数料は原則として、無料

です。 詳しく当社ホームページにてご確認ください。■ポジションの保有状況いかんでは、スワップポイン

トの受払いが発生する場合があります。 ■必要証拠金は取引金額を基に計算され、レバレッジは、50 倍

を上限として定められます。■取引金額の変動によっては、予告なく証拠金額が変更される場合がありま

す。■お取引にあたっては、契約締結前交 付書面（取引説明書、約款）等をよくお読みいただき、お取引

の仕組み・ルールを十分理解のうえ、お客 様ご自身の判断と責任で行ってください。 

 

 


